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動機 

パソコンの一般的な使い方に音楽ファイルの再生という用途が

ある。これをインターネット上で使えるアプリケーションとして作るこ

とで、自分のパソコンに音楽ファイルとプレイヤーがなくてもブラウ

ザだけあれば再生できる環境を作ることができる。それを部室内

に適用して、音楽ファイルの管理を便利にしたいと思い挑戦した。 

  

既存の問題点 

OSに標準で入っているプレイヤーには大きく2点の問題点があ

る。 

① 複数人で使うことを考慮されていない。 

② 音楽ファイルの数が多くなると再生したいものを探し出すの

が困難になる。 

そのため、音楽ファイルの再生と管理は分けて考えなくてはならな

い。また使う人のOSやプログラムによっても、ファイルの管理方法

や文字コードの相違により移行は簡単ではない。 

 

開発時の問題点 

管理側 

ID3タグを書き込むソフトによりさまざまな ID3タグの書かれ方が

あり処理が途中で止まる場合もあるため、それに対するなんらか

の対策もしなくてはならない。また ID3タグ自体にも種類が多数あ

り、更に文字コードもばらばらで書かれているため、それを正しく解

釈してデータベースに追加しなけばならない。 

 

再生側 

Windows をサーバー機として使う。そのため単純にコマンドライ

ンでプレイヤーを起動させると、それが終了するまで次の命令が

実行できなくなってしまう。これを防止するためにWindowsではバ

ックグラウンドで動くプログラムとしてサービスというものがある。よ

って、それらを組み合わせたときに起こるであろうなんらかの問題

にも対応しなくてはならない。 

 

仕様 

管理側 

◆要求に応じてプレイリストにリクエストを追加 

◆数千曲単位のファイルの高速かつ的確なデータベース入出力

の管理 

◆１回の操作で複数ファイルの追加 

※対象とする情報は mp3ファイルの ID3タグ 

 

再生側 

◆バックグラウンドでの音楽ファイルの再生 

※今回は 2005年度卒業の桑原徹さんにWindows のサービスと

して書いてもらった。 

 

材料 

インターネット上で使えるアプリケーションを作るためにサーバ

ー側とクライアント側のプログラムを各々違う言語で作らなければ

ならない。さらに操作性の向上のために各々の連携として Ajaxと

いう技術を使う。 

 

サーバー側 

◆使用言語 PHP、SQL 

◆主要部分 ファイル情報の取得、データベースアクセス、アップ

ロード、Ajax処理 

 

クライアント側 

◆使用言語 HTML、JavaScript、CSS 

◆主要部分 HTMLとCSSでの正当な HTMLの表現、JavaScript

での Ajax処理 

※この場合Ajax処理とはページ遷移をさせることなく音楽ファイ

ルへのリクエストをサーバー側に追加する部分である。 



画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆各 ID3ボタン Javascriptのalertダイアログでファイルの情報を表示します。 
◆タイトル・時間・アーティスト・アルバム 各項目名をクリックするとソートできます。 

 

 

 

 

 

 



処理構造 

◆初期化 

１、設定ファイルでファイルの置いてある基点となるディレクトリを

指定。（複数指定可能） 

２、ファイルが500曲以上を上回るようならバッチファイ

create_db.batを実行。それよりもすくなければ Allset.class.php をブ

ラウザから実行することによってファイルの情報をデータベースへ

追加する。 

３、処理時間はファイルから 

多くの情報を取得するときは 41.5秒、 

最低限度の情報を取得するときは8.8秒を必要とする。 

＜測定環境＞ 

* CPU:      Pentium4 3.00GHz 

* RAM:      PC3200 512Mbytes 

* Chip Set: intel865G 

* ファイルの数: 800個 

 

◆再生 

１、初期化によって作られたデータベースファイルからデータを表

示する。 

２、ライブラリ上でクリックされたファイルはページ遷移することなく

サーバーにリクエストされプレイリストに追加される。クライアント側

ではクリックした列の色が変わり、そのタイトルがページ上に表示さ

れる。 

 

◆ファイル追加 

１、純粋にアップロード用の HTMLタグが表示される。これを

Firefoxというブラウザの拡張機能を使うとドラッグアンドドロップで

パスを補完することができる。 

２、アップロードするとmp3の基本ディレクトリ/アーティスト名/アル

バム名でディレクトリを作る。 

３、そこにファイルを移動後ファイルの情報をデータベースに登録

する。 

※ InternetExplorer（以下IE）で複数ファイルをアップロードする場

合は、FTPサーバーを用意し IEの簡易FTPモード状態のときにド

ラッグアンドドロップで直接ファイルをアップロードする。 

※ 各コード自体の説明はphpdocというもので 

芝浦工業大学学術情報センターの自分のスペース 

http://www.sic.shibaura-it.ac.jp/~g05023/

にHTML化したものが置いてある。 

 

今後の発展 

今回は部内に限定した用途として作ったが、再生部分さえどう

にかなれば真のネットワーク対応アプリケーションとして使うことは

可能である。その対策としては再生部分のみFlash を使うことであ

る。 しかしそうなれば、不特定多数で使われた場合の対策を全

体的にもっとしなくてはいけなくなるだろう。個人的にはFlashでス

ペクトラムアナライザ風に表示するスキンのようなものを作りたか

ったが力量と資料が少ないため見送った。 

また、ファイルのアップロードにおいては事前にmp3ファイルへ

の変換を済ましていなければならないことと、複数ファイルの追加

部分にブラウザの拡張機能を使ってしまったという問題点がある。

しかし、この対策をすると”ブラウザ上での音楽管理システム”の

枠を超えて、”ブラウザ上での総合音楽管理システム”にまで膨れ

上がり、これも力量が足りないため見送った。 

そのため現実的な発展として、複数のデータベースに対応させ

ることや表示用テンプレートを一般化して使う人によってそのテン

プレートを変えることができるウィザードを作ることが挙げられる。 
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